
新プールで初泳ぎ

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和３年７月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

17）
2）
15）
　3）

人　口
男
女
世帯数

851人
396人
455人
542戸

先月比
1）
2）
1）
2）

（－
（－
（＋
（－

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
７
月
分
の

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
実
績

納
税
件
数

　44
件

納
税
金
額

　１
，
６
１
１
，
０
０
０
円

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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奈
良
市
（
８
月
11
日
）

匿

　
　
　名

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕涼み会
　7月30日（金）に毎年恒例の夕涼み会が開催されました。
　新型コロナ感染防止の観点から流しそうめんができませんでしたが、雰囲気だけでも楽しめるよう
にとそうめんに見立てた毛糸やスーパーボールなどを流し楽しみました。
　また、花火の絵合わせやたこ焼きに見立てたボール入れ等、お祭りをテーマにしたゲームコーナー
では子どもたちの嬉しそうな声が響きました。最後に花火とスイカ割りで割ったスイカを食べ、子ど
もたちにとって楽しい夏の思い出となりました。

鮎のつかみ取り
　8月24日（火）に鮎のつかみ取り体験をしました。
　プールに放たれた鮎に子どもたちは興味津々。初めは、泳ぎの素早い鮎に子どもたちは苦戦してい
ましたが、コツをつかむと得意げにつかまえた鮎を見せてくれる子もいました。
　村ならではの貴重な経験に子どもたちも楽しんでいる様子でした。

保育所



▲魚を焼くためのお皿となるウッドプラン
クのサイズに合わせて玉切り！

▲のこぎりを使って切れ込みを入れます。 ▲立ち枯れの木を選んで切ろう！枯れた木
は燃料に使うよ。

▲ナタで細かくした枝の先を、小刀で削り
楊枝を作ったよ！

▲焚き付けのために斧を使って薪を割ろ
う。

▲みんなで協力して、手のこで切った木の
断面！

森
の
び
教
室
（
８
月
19
日
、
20
日
）

　
様
々
な
夏
の
催
し
が
中
止
と
な
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み

の
思
い
出
が
一
つ
で
も
増
え
る
よ
う
に
と
森
の
び
教
室
を
企
画
し

ま
し
た
。
感
染
症
対
策
と
し
て
、
参
加
児
童
を
２
日
間
に
分
け
実

施
し
ま
し
た
。
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。「
森
の
び
」
の
由

来
は
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
自
伐
型
林
業
に
従
事
し
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
安
井
さ
ん
と
河
野
さ
ん
た
ち
の
任
意
団
体

の
名
前
で
も
あ
り
、
こ
の
教
室
を
通
し
て
森
で
の
び
の
び
と
遊
べ

た
ら
…
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲ウッドプランクと鮎。プランクは生木のため燃え切らずお皿になるよ！持ってきたおにぎりと一緒に鮎をお
昼ご飯に食べました。

▲モバイルハウスが2日間限定でベビーカステラ屋さんに大変身！！その他にハンモック体験など、非日常的な体験が出来た2日間となりました。

▲くさびを使って、丸太を半分
に切りベンチ作り。

夏休み放課後子ども教室　７/21.27.29
　毎年行っている夏休み放課後子ども教室を、今年は感染症対策により３日間に短縮して開催しま
した。その中でALT（外国語指導助手）であるトーマス先生からアボリジニアートを学びました。
アボリジニアートとはオーストラリアの先住民アボリジニによって描かれたアートのことです。子ども達
は綿棒で点を書き、思い思いのイラストを描いていました。
　最終日は旧下北山小学校を利用して体験型謎解きゲームを行いました。ゲームマスターから出
された校舎中にある様 な々謎をチームで解きながら、小学校に隠された秘宝を見つけ出しました。
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平
成
６
年
に
創
業
し
た
花
川
は
今
年
で
27
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
始
め
は
な
か
な
か
お
客
さ
ん
が
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
３
年
目
に
な
る
と
店
先
に
行
列
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
昔
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
を
数
人
ほ
ど
雇
っ
て

い
た
と
の
こ
と
。

　
現
在
は
美
惠
子
さ
ん
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
た
め
、
大
勢

で
の
ご
来
店
は
提
供
が
遅
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
数
人

で
の
来
店
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
店
主
で
あ
る
長
岡
美
惠
子
さ
ん
に
い
く
つ
か
質
問
を
し

て
み
ま
し
た
。

特集 Vol.12

レトロな雰囲気の店内は、落ち着いた雰囲気で心も休まります

❶ジューシー若鶏のからあげ定食
❷トンカツ定食

花
川
イ
チ
押
し
定
食

場　　所　〒639-3805  上池原399
電話番号　07468-5-2378
営業時間　11：00～18：00
定 休 日　毎週月曜日

★次回は「村カフェ」を紹介します！

Ｑ
　
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
　
北
海
道
で
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
北
海
道
か
ら
下
北
山
村
へ
住

む
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

Ａ
　
北
海
道
で
、
土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
た
主
人
と
出
会
い
、
主
人
の
仕
事
の

ご
縁
で
30
年
ほ
ど
前
に
下
北
山
村
へ
移

り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
飲
食
店
を
始
め
よ
う
と
お
も
っ
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
移
住
当
初
、
何
か
こ
こ
で
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
考
え
た
と
き
に
、
北
海
道
の

実
家
が
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
飲
食
店
を
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

Ｑ
　
料
理
は
ど
こ
で
習
っ
た
ん
で
す
か
？

Ａ
　
習
っ
た
の
で
は
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
料

理
人
で
あ
る
父
の
姿
を
見
て
い
た
の

で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え
ま
し
た
。

Ｑ
　
料
理
を
提
供
す
る
う
え
で
の
こ
だ
わ
り

な
ど
は
あ
り
ま
す
か

Ａ
　
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
弁

当
な
ど
は
彩
り
を
よ
く
す
る
た
め
に
手

作
り
の
お
惣
菜
を
数
種
類
詰
め
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
季
節
に
合
わ
せ
て
旬
の

食
材
を
使
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
！

Ａ
　
花
川
の
創
業
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
で

す
。

❶

❷

創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
メ
ニ
ュ
ー
で

地
元
の
方
か
ら
、
観
光
客
の
方
ま
で
幅

広
い
層
に
親
し
ま
れ
る
数
少
な
い
村
内

の
食
堂
。

一
人
で
お
店
を
切
り
盛
り
す
る
店
主

の
、
「
手
作
り
」
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理

は
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
、
優
し
い
味
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。

村
の「
お
い
し
い
」を
届
け
ま
す
　
第
２
回

№771 R３（2021）.９ （　　　）〈広報　下北山〉 4№771 （　　　）4



　
平
成
６
年
に
創
業
し
た
花
川
は
今
年
で
27
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
始
め
は
な
か
な
か
お
客
さ
ん
が
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
３
年
目
に
な
る
と
店
先
に
行
列
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
昔
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
を
数
人
ほ
ど
雇
っ
て

い
た
と
の
こ
と
。

　
現
在
は
美
惠
子
さ
ん
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
た
め
、
大
勢

で
の
ご
来
店
は
提
供
が
遅
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
数
人

で
の
来
店
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
店
主
で
あ
る
長
岡
美
惠
子
さ
ん
に
い
く
つ
か
質
問
を
し

て
み
ま
し
た
。

特集 Vol.12

レトロな雰囲気の店内は、落ち着いた雰囲気で心も休まります

❶ジューシー若鶏のからあげ定食
❷トンカツ定食

花
川
イ
チ
押
し
定
食

場　　所　〒639-3805  上池原399
電話番号　07468-5-2378
営業時間　11：00～18：00
定 休 日　毎週月曜日

★次回は「村カフェ」を紹介します！

Ｑ
　
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ
　
北
海
道
で
す
。

Ｑ
　
ど
う
し
て
北
海
道
か
ら
下
北
山
村
へ
住

む
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

Ａ
　
北
海
道
で
、
土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
た
主
人
と
出
会
い
、
主
人
の
仕
事
の

ご
縁
で
30
年
ほ
ど
前
に
下
北
山
村
へ
移

り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
飲
食
店
を
始
め
よ
う
と
お
も
っ
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
移
住
当
初
、
何
か
こ
こ
で
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
考
え
た
と
き
に
、
北
海
道
の

実
家
が
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
飲
食
店
を
始
め
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

Ｑ
　
料
理
は
ど
こ
で
習
っ
た
ん
で
す
か
？

Ａ
　
習
っ
た
の
で
は
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
料

理
人
で
あ
る
父
の
姿
を
見
て
い
た
の

で
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え
ま
し
た
。

Ｑ
　
料
理
を
提
供
す
る
う
え
で
の
こ
だ
わ
り

な
ど
は
あ
り
ま
す
か

Ａ
　
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
弁

当
な
ど
は
彩
り
を
よ
く
す
る
た
め
に
手

作
り
の
お
惣
菜
を
数
種
類
詰
め
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
季
節
に
合
わ
せ
て
旬
の

食
材
を
使
っ
て
い
た
り
も
し
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
！

Ａ
　
花
川
の
創
業
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
で

す
。

❶

❷

創
業
当
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
メ
ニ
ュ
ー
で

地
元
の
方
か
ら
、
観
光
客
の
方
ま
で
幅

広
い
層
に
親
し
ま
れ
る
数
少
な
い
村
内

の
食
堂
。

一
人
で
お
店
を
切
り
盛
り
す
る
店
主

の
、
「
手
作
り
」
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理

は
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
、
優
し
い
味
を

感
じ
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お
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２
回

　
奈
良
県
で
は
、
輸
血
用
血
液
が
不
足

す
る
７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
を
『
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
期
間
』
と
し
、

当
村
で
は
、
７
月
30
日
（
金
）
保
健
セ

ン
タ
ー
及
び
池
原
公
民
館
に
て
、
奈
良

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
献
血

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
不
安
定
な
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
目

標
の
25
名
を
上
回
る
30
名
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
血
液
は
、

尊
い
命
を
救
う
た
め
奈
良
県
内
の
病
院

等
に
お
い
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
今
後
と

も
献
血
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
８
月
17
日
（
火
）Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
寮

見
学
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
高

校
進
学
希
望
者
が
事
前
に
寮
を
見
学

し
、
寮
生
活
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
男
子

生
徒
２
名
が
参
加
し
、
五
條
高
校
の
藤

花
寮
と
橿
原
市
の
畝
傍
寮
で
寮
生
活
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
寮
生
活
の
説
明
で
課
題
だ
っ
た
の

が
、Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
使
用
が
あ
ま
り
で

き
な
い
点
で
す
。
藤
花
寮
で
は
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
設
備
が
な
く
、
畝
傍
寮
で
も
図

書
室
の
み
で
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
が
使
用
で
き

る
状
態
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
休
校
等
に

な
っ
た
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受

け
に
く
い
た
め
改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

保健センター

池原公民館

合　計

18名

12名

30名

場所 人数

高
等
学
校
寮
見
学
会
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令和３年10月からペットボトルの分別収集を行います。
　ペットボトルをリサイクルすることで、大切な資源（石油）の消費を抑えることができ、
環境への影響も少なくすることができます。
　村民の皆様、分別収集にご理解ご協力の程、お願い致します。
出せるもの
　下記ペットボトルリサイクルマークが付いている飲料・特定調味料のペットボトルだ
けが対象となります。また、ペットボトルは「ボトルの底」が中側に凹んでいて真ん中
に丸があります。

　○清涼飲料水……ジュース、お茶、炭酸飲料、ミネラルウォーターなど
　○特定調味料……しょう油、食酢、ノンオイルドレッシングなど
　○酒類……………焼酎、本みりん、清酒、洋酒など
出し方
○キャップ（ふた）やラベルは取り除いてください。
（キャップ（ふた）やラベルは燃えるゴミの日に出してください。）
○容器の中はよく洗い、乾かしてからペットボトル専用の有料袋に入れて収集日に出
してください。
専用袋は令和3年9月6日㈪から現在の販売店で購入できます。500円（10枚入り）
○ペットボトルはつぶして出すことができます。
○汚れたものは燃えるゴミの日に出してください。

収集日・場所
○収集日………令和３年10月から原則として２ヶ月に１回

初回の収集は令和3年11月11日㈭となります。

○収集場所……現在設置しているごみ箱

※クリーンセンターへの持ち込みはできませんのでご注意ください。
※ビンの日は月1回から２ヶ月に1回の収集に変更となります。

上下北山衛生一部事務組合
上下北山クリーンセンター　電話　５－２２５１

クリーンセンターからのお知らせ

ペットボトルリサイクルマーク ペットボトルの底は凹んでいて真ん中に丸があるもの

キャップをはずし、ラベルを剥がす 水洗いをする 専用の袋に入れて収集日に出す

　下北山村に来てから、あっという間の３年間でした。
　初めの２年間は自伐型林業に関わらせてもらいました。岡橋先生・原田先
生をはじめ、役場職員の北さん、林政アドバイザーの高橋さん、その他たく
さんの方々から山林を取り巻く課題や林業の技術について学ぶことができま
した。この場を借りて感謝申し上げます。
　最後の１年間はサポートきなりに関わらせてもらいました。地域住民の生
活を支えるとはどういうことかを改めて考える良い経験となりました。下北
山村にサポートきなりがあるからこそ歳を重ねても安心して豊かな生活を営
むことができる、この貴重な社会資源が存続していけるよう、これからも応
援していきたいと思います。

　地域おこし協力隊員終了後の経済的な自立を目指した活動の中で始めた苗木の生産業、養鶏業、BSF
（アメリカミズアブ）の養殖業が少しずつ形になってきました。これらの活動は今後妻が中心となって
引継ぎ、起業したのち小さく始めていきたいと思います。
　地域おこし協力隊の任期が終わった後も、下北山村に定住する予定でいますので、村民の皆様これ
からもよろしくお願いします。
　最後に、下北山村の地域おこし協力隊員として、そしていち村民として経験させてもらえたすべて
の出来事に感謝します。

今月号は山﨑が
担当します。協力 支援員隊 のと つぶやき その97

遺言書を作成して，相続トラブルを未然に防止しましょう！
〈遺言書を作成しておくと･･･〉
・あなたの意思に従った遺産の分配ができます。
・相続人以外の方にも財産の分配（遺贈）ができます。

遺言書を作成したときは，法務局の保管制度を御利用ください！
〈本制度を利用すると･･･〉
・遺言書の紛失・改ざんや隠ぺいの心配がありません。
・家庭裁判所の検認が不要となります。
・保管の申請には，１通につき，手数料３，９００円がかかります。

【本制度のお問合せ先】
※本制度の申請手続きには、予約が必要です。
・ホームページによるお問合せ
（ＵＲＬ）http://houmukyoku.moj.go.jp/nara/
・電話によるお問合せ（平日８：３０～１７：１５）
　奈良地方法務局供託課　　ＴＥＬ：０７４２－２３－５４５６
　奈良地方法務局五條支局　ＴＥＬ：０７４７－２２－２４８４

あなたの大切な遺言書を法務局が守ります
預けて安心！自筆証書遺言書保管制度
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ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。

油
断
せ
ず
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

◎
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
　時
】
９
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
　所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　桑
原
地
区
散
策

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て

歩
く
こ
と
で
、
足
へ
の
負
担
を
減
ら
し

て
長
く
歩
け
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
に

楽
し
め
、ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
で
す
。

今
回
は
上
桑
原
、
大
里
地
区
を
散
策
し

ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
日
　時
】
10
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
集
合
場
所
】
旧
保
育
所
（
上
桑
原
）

【
講
　師
】

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
松
岡
聖
子
さ
ん
・
松
岡
岳
史
さ
ん

【
対
　象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
服
　装
】

　
動
き
や
す
い
服
装
・
歩
き
や
す
い
靴

　（
運
動
靴
）、
帽
子
、
飲
み
物

※

ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
は
貸
出
し
ま

す
※

送
迎
要
申
込
み

◎
女
性
の
が
ん
検
診

　
近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
は

50
〜
60
歳
代
、
子
宮
が
ん
は
30
〜
40
歳

代
で
死
亡
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
お
申
込
み
で
な
い
方
で
受
診
を
希
望

さ
れ
ま
す
方
は
、
若
干
の
空
き
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
日
　時
】
10
月
７
日
（
木
）

（
受
付
時
間
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※

詳
細
な
時
間
は
個
別
に
お
知
ら
し
ま

す
。

【
場
　所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
　容
】

　
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

　（
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

【
費
　用
】
無
料

◎
懐
メ
ロ
歌
謡
教
室

　
大
好
き
な
歌
謡
曲
で
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
。
歌
っ
て
よ
し
、
聴
い
て
よ
し
、

参
加
し
て
よ
し
！
皆
様
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
　時
】
10
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　
　午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
講
　師
】
福
田
朝
子
音
楽
療
法
士

【
持
ち
物
】
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

　
　
　
　
　飲
み
物

※

感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
送
　迎
】
要
事
前
申
込
み

【
場
　所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
っ
て
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
育
児
サ
ー
ク
ル
で
は
、
保
育
所

入
所
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
、
妊
婦
さ
ん
が
集
ま
り
、
専
門

職
か
ら
育
児
に
関
す
る
情
報
提
供

や
季
節
に
応
じ
た
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
８
月
３
日
（
火
）
は
親
子
体
操

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！
生
駒
市

よ
り
運
動
指
導
員
に
お
越
し
頂

き
、
親
子
で
楽
し
く
体
操
や
音
楽

に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
ま
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
真
っ
た
だ
中

で
の
親
子
体
操
教
室
。
上
手
に
飛

ん
だ
り
跳
ね
た
り
す
る
様
子
は
ま

る
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
よ
う

で
し
た
。
下
北
山
村
か
ら
未
来
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生
す
る

日
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！

親
子
体
操
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第
三
回
：
糖
尿
病
①

　暑
い
日
々

が
続
き
ま
す

が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

熱
中
症
予
防

の
た
め
こ
ま

め
に
水
分
を

摂
取
す
る
よ

う
に
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

　さ
て
今
回

の
テ
ー
マ
は
、
診
療
所
で
治
療
し
て
い

る
方
が
多
い
、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で

も
あ
る
糖
尿
病
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　糖
尿
病
と
い
う
言
葉
は
よ
く
テ
レ
ビ

や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
健
康
診
断
で
糖
尿
病

の
検
査
が
で
き
ま
す
の
で
、
今
ま
で
に

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

指
導
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
、
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な

の
で
し
ょ
う
か
？
簡
単
に
言
う
と
血
糖

値
が
高
く
な
り
、
全
身
に
影
響
を
及
ぼ

す
病
気
で
す
。

　血
糖
値
が
高
い
と
全
身
の
血
管
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
細
胞
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
筋
肉
や
内

臓
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

　血
糖
値
が
高
い
と
体
中
の
血
管
の
壁

が
傷
つ
き
、
傷
つ
い
た
血
管
に
炎
症
が

起
こ
っ
て
壁
は
硬
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
「
動
脈
硬
化
」
で
す
。
高
血
圧
症
と

同
じ
で
、
糖
尿
病
も
動
脈
硬
化
の
原
因

の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
全
身
の
血
管

に
動
脈
硬
化
を
起
こ
す
こ
と
で
様
々
な

合
併
症
を
発
症
し
ま
す
。

　糖
尿
病
の
合
併
症
を
覚
え
る
の
に
簡

単
な
語
呂
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
「
シ
メ
ジ
」
と
「
エ
ノ
キ
」
で
す
。

　糖
尿
病
に
よ
る
動
脈
硬
化
は
細
い
血

管（
毛
細
血
管
）と
太
い
血
管（
大
血
管
）

の
い
ず
れ
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
各
々
代
表
的
な
も
の
を
３
つ
ず
つ

覚
え
ま
し
ょ
う
。

●
細
い
血
管
の
合
併
症
３
つ

　シ
：
神
経
障
害

　メ
：
目
↓
網
膜
症

　ジ
：
腎
症

神
経
に
障
害
を
き
た
す
と
、
手
や
足
が

し
び
れ
た
り
感
覚
が
感
じ
に
く
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
が
糖
尿
病
性
神
経

障
害
の
症
状
で
す
。
目
の
障
害
を
き
た

し
た
も
の
が
糖
尿
病
性
網
膜
症
で
す
。

目
の
奥
に
は
視
力
の
要
で
あ
る
網
膜
と

い
う
膜
が
あ
り
、
毛
細
血
管
が
走
っ
て

い
ま
す
。
糖
尿
病
で
網
膜
の
毛
細
血
管

が
傷
つ
け
ら
れ
る
と
網
膜
症
を
起
こ

し
、
最
終
的
に
は
失
明
に
至
り
ま
す
。

糖
尿
病
性
網
膜
症
に
よ
る
失
明
者
は
多

く
、
日
本
の
中
途
失
明
の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
尿
を
作
っ
て
い
る
腎

臓
も
毛
細
血
管
の
集
ま
り
で
す
。
腎
臓

は
体
に
要
る
も
の
と
要
ら
な
い
も
の
を

選
別
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
正

常
な
働
き
が
で
き
な
く
な
り
、
必
要
な

物
質
（
蛋
白
質
な
ど
）
が
漏
れ
出
た
り
、

不
要
な
も
の
が
体
に
溜
ま
っ
た
り
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
状
態
を
糖
尿
病
性

腎
症
と
い
い
ま
す
。
毎
年
、
新
し
く
透

析
を
開
始
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
原
因
と

し
て
糖
尿
病
性
腎
症
が
第
一
位
で
あ

り
、
全
体
の
40
％
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。

●
太
い
血
管
の
合
併
症
３
つ

　エ
：
壊
疽
（
え
そ
）

　ノ
：
脳
卒
中

　キ
：
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

壊
疽
と
い
う
病
気
は
聞
き
な
れ
な
い
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
足
を
栄
養
し
て

い
る
太
い
血
管
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
、

感
染
を
起
こ
し
て
足
が
腐
っ
て
し
ま
う

病
気
で
す
。
重
症
の
場
合
は
切
断
（
＝

腐
っ
た
部
分
を
切
り
落
と
す
こ
と
）
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
脳
卒
中
は
頭
の

血
管
に
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
、
詰
ま
っ

た
り
破
れ
た
り
す
る
こ
と
で
発
症
し
ま

す
。
死
亡
率
も
高
い
病
気
で
、
生
存
で

き
て
も
麻
痺
な
ど
後
遺
症
を
残
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は

文
字
通
り
、
心
臓
を
栄
養
し
て
い
る
血

管
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
病
気
で
す
。

こ
ち
ら
も
死
亡
率
が
高
く
非
常
に
危
険

な
病
気
で
す
。

　糖
尿
病
と
い
う
病
気
は
初
期
に
は
大

き
な
症
状
も
な
く
、
健
診
で
指
摘
さ
れ

て
も
治
療
せ
ず
に
放
置
す
る
方
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
症
状
が

出
た
と
き
に
は
、
合
併
症
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
多
く
、
失
明
し
た
り
透
析
し

た
り…

と
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
す
で
に
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
予
備
軍
と
診
断
さ

れ
て
い
る
方
、
未
だ
糖
尿
病
予
備
軍
に

も
至
っ
て
い
な
い
方
も
糖
尿
病
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　次
回
は
糖
尿
病
の
食
事
療
法
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

下
北
山
村
診
療
所

　根
津
大
樹
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　次
の
と
お
り
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

９
月
21
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
木
）

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

･
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

･
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
歩

行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意
識

の
向
上

･
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

･
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
根
絶

【
運
動
の
重
点
（
奈
良
県
重
点
）】

･
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　な
お
、
次
の
と
お
り
重
点
に
沿
っ
た

駐在さん通信駐在さん通信

施
策
や
交
通
指
導
取
締
ま
り
が
県
下
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

21
日

　子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
確
保
推
進
デ
ー

22
日

　自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
推
進
デ
ー

23
日

　二
輪
車
・
原
付
車
の
交
通
事
故

防
止
推
進
デ
ー

24
日

　飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶
推
進
デ
ー

29
日

　夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

と
歩
行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転

意
識
の
向
上
推
進
デ
ー

30
日

　交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　9
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
で

す
。 

警
察
へ
の
電
話
相
談
番
号
「
＃
９

１
１
０
」
に
ち
な
ん
で
、
警
察
庁
が
１

９
９
９
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　「
＃
９
１
１
０
」
は
、
ス
ト
ー
カ
ー

や
Ｄ
Ｖ
・
悪
質
商
法
・
近
隣
や
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
犯
罪
や
事
故
の
発

生
に
は
至
っ
て
な
い
、
普
段
の
生
活
の

安
全
や
平
穏
に
関
わ
る
様
々
な
悩
み
ご

と
や
困
り
ご
と
を
相
談
す
る
窓
口
で

す
。　な

お
、
奈
良
県
警
察
本
部
に
は
総
合

相
談
窓
口
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
を
お

聞
き
し
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相

談
窓
口
に
適
切
に
振
り
分
け
て
的
確
な

助
言
や
指
導
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　総
合
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
は
、（
０

７
４
２
）
２
３
局
１
１
０
８
番
で
す
。

　プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
は
＃
９
１
１

０
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
駐

在
所
で
も
相
談
を
受
付
て
い
ま
す
。

　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
に
気
を

配
っ
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
地
元
の
駐
在
所
も
ぜ
ひ
頼
っ
て
く
だ

さ
い
。

　寺
垣
内
駐
在
所

　
　
　
　☎
６

－

０
０
３
１

　池
原
駐
在
所

　
　
　
　☎
５

－

２
０
０
３

　今
年
度
も
赤
十
字
募
金
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
の
募
金
は
災
害
等
の
義
援
金

と
は
違
い
、
赤
十
字
社
自
身
の
運

営
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
資
金
に
よ

り
、
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動
・

血
液
事
業
・
国
際
救
援
活
動
・
赤

十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

各
戸
募
金
総
額

　
　
　１
５
３
，
７
９
８
円

日
本
赤
十
字
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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し
ん

せ
っは

や
こ
ま

し
ゅ

せ
っ

の
ぞ

ひ
と

ほ
ん
に
ん

ひ
と

い

し

ま
ち
が

せ

し
ゅ

せ
っり

ゆ
う

か
い
こ

ふ
と
う

あ
つ
か

し
ゅ

せ
っ
し
ゅ

そ
う
だ
ん

た
い
せ
つ

さ
べ
つ

せ
っ
し
ゅ

りき
ゆ
う

せ
っ
し
ゅ

せ
っ
し
ゅ

が
た

　弁護士、大学教授などの「公益委員」、労働組合の役員など

の「労働者委員」、会社役員、企業経営者などの「使用者委員」

の３名の労働委員会委員が相談員となり、労働条件その他労

働関係に関する相談（募集採用などの相談は対象外）をお受

けします。一人30分程度です。

【休日相談会の開催日時・場所】

　①10月17日（日）13時30分～16時

　　奈良県産業会館（大和高田市幸町２－33）

　②10月24日（日）13時30分～16時

　　奈良県立図書情報館（奈良市大安寺西１－1000）

【夜間相談会の開催日時・場所】

10月14日（木）18時30分～20時30分

奈良県文化会館（奈良市登大路町６－２）

【費用】

　全会場無料

【対象】

　県内在住または在勤の労働者、県内に事業所のある事業主

【申込み】

　全会場とも予約が必要ですので、下記へお問い合わせくだ

さい。

奈良県労働委員会事務局

☎0742－20－4431

職 場 の お 悩 み
ご 相 談 く だ さ い

【
資
　
格
】

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

【
受
　
付
】

　
９
月
14
日
（
火
）
ま
で

【
学
科
試
験
】

　
９
月
18
日
（
土
）

【
口
述
試
験
・
身
体
検
査
】

　
９
月
23
日
（
木
）
ま
た
は
30
日
（
木
）

【
場
　
所
】

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
（
学
科
試
験
・

口
述
試
験
・
身
体
検
査
す
べ
て
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地

域
事
務
所

☎（
０
７
４
７
）
22

－

３
７
８
９

担
当
：
山
口
、
藤
原
、
山
岡

ご
不
明
な
点
等
あ
れ
ば
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

（
任
期
毎
に
進
路
を
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
）

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　次
の
と
お
り
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

９
月
21
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
木
）

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

･
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

･
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
歩

行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意
識

の
向
上

･
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル

遵
守
の
徹
底

･
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
根
絶

【
運
動
の
重
点
（
奈
良
県
重
点
）】

･
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　な
お
、
次
の
と
お
り
重
点
に
沿
っ
た

駐在さん通信駐在さん通信

施
策
や
交
通
指
導
取
締
ま
り
が
県
下
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

21
日

　子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
確
保
推
進
デ
ー

22
日

　自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
推
進
デ
ー

23
日

　二
輪
車
・
原
付
車
の
交
通
事
故

防
止
推
進
デ
ー

24
日

　飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶
推
進
デ
ー

29
日

　夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

と
歩
行
者
等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転

意
識
の
向
上
推
進
デ
ー

30
日

　交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　9
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
で

す
。 

警
察
へ
の
電
話
相
談
番
号
「
＃
９

１
１
０
」
に
ち
な
ん
で
、
警
察
庁
が
１

９
９
９
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　「
＃
９
１
１
０
」
は
、
ス
ト
ー
カ
ー

や
Ｄ
Ｖ
・
悪
質
商
法
・
近
隣
や
職
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
犯
罪
や
事
故
の
発

生
に
は
至
っ
て
な
い
、
普
段
の
生
活
の

安
全
や
平
穏
に
関
わ
る
様
々
な
悩
み
ご

と
や
困
り
ご
と
を
相
談
す
る
窓
口
で

す
。　な

お
、
奈
良
県
警
察
本
部
に
は
総
合

相
談
窓
口
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
を
お

聞
き
し
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相

談
窓
口
に
適
切
に
振
り
分
け
て
的
確
な

助
言
や
指
導
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　総
合
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
は
、（
０

７
４
２
）
２
３
局
１
１
０
８
番
で
す
。

　プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
は
＃
９
１
１

０
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
駐

在
所
で
も
相
談
を
受
付
て
い
ま
す
。

　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
に
気
を

配
っ
て
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
地
元
の
駐
在
所
も
ぜ
ひ
頼
っ
て
く
だ

さ
い
。

　寺
垣
内
駐
在
所

　
　
　
　☎
６

－

０
０
３
１

　池
原
駐
在
所

　
　
　
　☎
５

－

２
０
０
３

　今
年
度
も
赤
十
字
募
金
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
の
募
金
は
災
害
等
の
義
援
金

と
は
違
い
、
赤
十
字
社
自
身
の
運

営
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
今
回
皆

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
資
金
に
よ

り
、
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動
・

血
液
事
業
・
国
際
救
援
活
動
・
赤

十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

各
戸
募
金
総
額

　
　
　１
５
３
，
７
９
８
円

日
本
赤
十
字
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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新プールで初泳ぎ

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和３年７月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

17）
2）
15）
　3）

人　口
男
女
世帯数

851人
396人
455人
542戸

先月比
1）
2）
1）
2）

（－
（－
（＋
（－

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
７
月
分
の

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
実
績

納
税
件
数

　44
件

納
税
金
額

　１
，
６
１
１
，
０
０
０
円

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和３年 （2021） 月号　No.7719

奈
良
市
（
８
月
11
日
）

匿

　
　
　名

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕涼み会
　7月30日（金）に毎年恒例の夕涼み会が開催されました。
　新型コロナ感染防止の観点から流しそうめんができませんでしたが、雰囲気だけでも楽しめるよう
にとそうめんに見立てた毛糸やスーパーボールなどを流し楽しみました。
　また、花火の絵合わせやたこ焼きに見立てたボール入れ等、お祭りをテーマにしたゲームコーナー
では子どもたちの嬉しそうな声が響きました。最後に花火とスイカ割りで割ったスイカを食べ、子ど
もたちにとって楽しい夏の思い出となりました。

鮎のつかみ取り
　8月24日（火）に鮎のつかみ取り体験をしました。
　プールに放たれた鮎に子どもたちは興味津々。初めは、泳ぎの素早い鮎に子どもたちは苦戦してい
ましたが、コツをつかむと得意げにつかまえた鮎を見せてくれる子もいました。
　村ならではの貴重な経験に子どもたちも楽しんでいる様子でした。

保育所
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